
「不幸だ、大いなる都」           2019 年 09 月 27 日 

ヨハネの黙示録 18 章 9 節～17 節 a 彼女とみだらなことをし、ぜいたくに暮らした 

地上の王たちは、彼女が焼かれる煙を見て、そのために泣き悲しみ、彼女の苦しみを見て

恐れ、遠くに立ってこう言う。「不幸だ、不幸だ、大いなる都、／強大な都バビロン、／

お前は、ひとときの間に裁かれた。」 

地上の商人たちは、彼女のために泣き悲しむ。もはやだれも彼らの商品を買う者がない

からである。その商品とは、金、銀、宝石、真珠、麻の布、紫の布、絹地、赤い布、あら

ゆる香ばしい木と象牙細工、そして、高価な木材や、青銅、鉄、大理石などでできたあら

ゆる器、肉桂、香料、香、香油、乳香、ぶどう酒、オリーブ油、麦粉、小麦、家畜、羊、

馬、馬車、奴隷、人間である。お前の望んでやまない果物は、／お前から遠のいて行き、

／華美な物、きらびやかな物はみな、／お前のところから消えうせて、／もはや決して見

られない。このような商品を扱って、彼女から富を得ていた商人たちは、彼女の苦しみを

見て恐れ、遠くに立って、泣き悲しんで、こう言う。「不幸だ、不幸だ、大いなる都、／

麻の布、また、紫の布や赤い布をまとい、／金と宝石と真珠の飾りを着けた都。あれほど

の富が、ひとときの間に、／みな荒れ果ててしまうとは。」 

 

「彼女とみだらなことをし、ぜいたくに暮らした地上の王たちは、彼女が焼かれる煙を 

見て、そのために泣き悲しみ、彼女の苦しみを見て恐れ、遠くに立ってこう言う。『不幸

だ、不幸だ、大いなる都、／強大な都バビロン、／お前は、ひとときの間に裁かれた。』」

ローマ帝国の権勢と繁栄に与って、権力を徒に行使し「わが世の春」を謳歌していた王た

ちがいた。彼らはローマ帝国が苦しみ、悶えながら、滅びる姿を遠くから見て恐れ、「不

幸だ、大いなる都」と叫び、あり得ないことが起ったことに驚き、泣き悲しんだ。 

栄華に与った地上の商人たちも同様である。彼らは、豪華で、贅沢で、高価な商品を買

う者を失い、謳歌していた繁栄は見るも無残に崩れ去り、没落した。彼らが扱った「商品

とは、金、銀、宝石、真珠、麻の布、紫の布、絹地、赤い布、あらゆる香ばしい木と象牙

細工、そして、高価な木材や、青銅、鉄、大理石などでできたあらゆる器、肉桂、香料、

香、香油、乳香、ぶどう酒、オリーブ油、麦粉、小麦、家畜、羊、馬、馬車、奴隷、人間

である。」あらゆる所から、あらゆる物を収奪し、栄華をほしいままにしていた。当時は

奴隷も商品として利益の対象となったが、人間も同じように収益を生むものとして扱かわ

れた。ここに、ローマ帝国が内側から腐敗していった原因があろう。人間をないがしろに

する文化は心の荒廃を生み出し、自ずと内部崩壊していく。彼らが収益を得た華美で、き

らびやかな商品は、ローマ帝国の崩壊と共に焼かれて、消え失せていき、もはや決して見

られなくなった。商人たちは、地上の王たちと同じように、遠くに立って、泣き悲しんで、

「不幸だ、不幸だ、大いなる都、麻の布、また、紫の布や赤い布をまとい、金と宝石と真

珠の飾りを着けた都。あれほどの富が、ひとときの間に、みな荒れ果ててしまうとは」と

言った。彼らは、華麗で豪奢な都ローマが一瞬にして、荒れ果てた荒野に変質したのを見

て、泣き悲しんだのである。 

奢れるものの滅亡は、いつの時代でも見られることではないか。愛と真実をもって歴史 

を支配される永遠の神は、人間の尊厳を否定することには厳しい裁きを下される。この神

への信仰が今の苦難に耐え、希望に生きる力を与えるのでる。 


